
 

水道管路の効率的な総合評価システムの開発（Ⅱ） 

-自動グルーピング手法の開発- 
 

 

１．はじめに 

(株)クボタは、神戸市水道局及び(株)管総研と共同で、管路工事区間（以下、グループ）

単位で管路の更新優先度を検討することで、管路更新計画に有効に活用できる評価手法を

開発した。本報では、本開発の中でも特に重要な技術である「自動的にグループを設定（以

下、グルーピング）」する手法について示す。 

 

２．グルーピング時の目標及び条件 

神戸市水道局が現在行っているグループの設定方法に合わせて、グルーピング時の目標

及び条件を以下のように設定した。 

(1)目標 

1)形成されるグループの形状（図 1 参照） 

① まとまった範囲がグループとして選択され

ていること（形状が歪でないこと） 

② 遠く離れた管路が一つのグループになって

いないこと（飛び地管路がないこと） 

2)グループの管路長 

① 配水支管（呼び径 250 以下）：1,000m 以下 

② 幹線管路（呼び径 300 以上）：800m 以下 

備考）管路長は変更可能。管路長の他、上限の工事

費を目標設定することも可能。 

 

(2)条件 

1)更新対象管路：1977 年以前に埋設された管路 

2)配水支管と幹線管路に分けて検討 

3)国道及び河川（1 級、2級）をまたいで一つのグループにしない 

※ 条件は他にも設定可能。 
 

３．グルーピング手法 

(1)グルーピングの流れ（図 2参照） 

適切な形状のグループが形成され

るよう、独自アルゴリズムを開発し

た。グルーピングは、①小集団の作

成、②グルーピング(1 次)、③最適

ケースの選択、④部分改善の 4つの

ステップからなり、いずれも自動で

行う。 
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図 1 不適切なグループの事例 

図 2 グルーピングの流れ 



 

水道管路の効率的な総合評価システムの開発（Ⅱ） 

-自動グルーピング手法の開発- 
 

 

形状 管路長

修正が必要な
グループ数

目標値1*1

を超える
グループ数

配水支管 433 17 （4%） 11 （3%）

幹線管路 156 0 （0%） 21 （13%）

*1) 配水支管で1,000m、幹線管路で800m

口径範囲
形成された
グループ数

検討対象
エリア

配水支管
1,487
（282）

幹線管路
329
（75）

 備考）（ ）内の数字は更新対象管路の管路長

1,816
(357)

管路長
（km）

神戸市垂水区・西区

(2)グルーピング結果の評価手法 

① グルーピングの結果を客観的に評価できる指標と

して、「ばらつき係数（＝グループの面積÷グルー

プの管路長）」を設定した（図 3参照）。 

② 「ばらつき係数」が小さいグループを自動的に作成

していく独自のアルゴリズムを開発してグルーピ

ングを実施した。 
 
４．グルーピングの検討事例 

(1)検討対象エリア（表 1参照） 

 神戸市垂水区・西区 
 
(2)検討結果（表 2 参照） 

 神戸市水道局の発注する管路工事単位に合致し

た実用的なレベルのグルーピングができた。 

 1)グループの形状 

①配水支管は、形成された 433 グループの

中で修正が必要なものは 17 個（4％）で

あり、96％が適切な形状であった。 

   ②幹線管路は、全て適切な形状であった。 

 2)グループの管路長 

  ①配水支管は、管路長が目標値を超えるも

のは 11 個（3％）と僅かであった。 

    ②幹線管路は、管路長が目標値を超えるも

のが 21 個（13％）と若干多かった。 

      → 小集団作成時（図 2 参照）に既に目標値を超える場合が多く、小集団作成にお

ける条件を変更することで対応可能 

 グルーピングの事例を図 4 に示す。更新対象管路が密集している住宅地及び点在してい

る市街地において、いずれも実用的なレベルでグルーピングができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

神戸市水道局の発注する管路工事単位に合致した、実用的なレベルでのグルーピング手

法を開発した。今後は、(株)管総研の管網評価支援システムとの連動や、今回開発したグ

ルーピングの過程における AI 技術の活用等を検討する。 

図 3 ばらつき係数 

表 1 検討対象エリア 

表 2 グルーピング結果 

図 4 グルーピングの事例 


